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トロロプ『自伝』研究
読者への別れの挨拶を準備する3章
齋藤九一
1
トロロプ(AnthonyTrollope,1815-1882)の『自伝』（加血加腕og"･叩加1883)の
第18章から第20章に至る最後の3章は、1869年から1876年までのトロロプの人生を
記述している。1876年は『自伝』の原稿が書き終えられた年であり、その後、ごく
わずかな注や数字などを別として、本文の加筆修正はないままに1882年の死の時
まで保管されたようである(xxi)。したがって、トロロプ『自伝』の本文には、1877
年から1882年までの最晩年の記述がないのである。ちなみに、この空白部分に
ついては、トロロプ死後の『自伝』出版を託されていた長男ヘンリー｡M・トロロ
フp(HenryMerivaleTrollope,1846-1926)による序文(Preface)が簡潔に補っている
"xii-xxv)。
さて、トロロプ『自伝』第18章から第20章で描かれる1869年から1876年まではど
のような年月であったのかといえば、それは、他でもない、1867年の郵政省退職と
1868年の国会議員選挙への立候補および落選という、トロロプの人生で｢最も多
忙な2年間」に続く時期にあたり、いわば公務から完全に離れた、一作家としての
トロロプの姿が見られる点で、先行する各章とは大いに趣を異にするのである。
この時期のトロロプの生活の極めて個人的な側面、特に2人の息子をめく、る記述
などは、純粋に作家としてのトロロプの活動の記録と、どのように結びつけられる
のだろうか。また、最終章である第20章には、トロロプがそれまでに発表した全て
の作品について、獲得した金額をポンド、シリング､ペンスに至るまで明記した有
名な(むしろ悪名高い)一覧表が掲載されているが、それにはどのような意義があ
るのだろうか。さらには、そもそも、60歳を過ぎたとはいえ、まだ終点の分からな
い人生の中仕切りのように、しかも死後出版を前提として、「自伝｣を執筆するとい
うことには、どのような意味があったのか。一筋縄ではいかないこれらの問題を多
－97－
少なりとも考えてみるのがこの小論の目的である。
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この時期のトロロプの私的な生活の記述においては、2人の息子に関わる話題
が目立っている。第18章の冒頭の一文、GCInl8691wascalledontodecide,incouncil
withmytwoboysandtheirmother,whatshouldbetheirdestinationinlife.''(325)が示
しているように、長男Henry(1846-1926)と次男Frederic(1847-1910)の仕事をどうす
るかが検討事項であった。
『自伝』第18章によれば、長男ヘンリーは当初は法律家を目指して修行した
が、出版業に方向転換してChapman&Hallに入社して3年半過ごし、その後、独
立して文筆業に入ったとのことである。トロロプ自身は息子の選択について淡々と
述べているが、『自伝』をここまで読んできた人ならば、法律家から文筆家へとい
う長男の志望の変化の背景として、父トロロプが作家であることに加えて、トロロ
プの父(ヘンリーの祖父)が弁護士、トロロプの母(ヘンリーの祖母)が作家であっ
たことを思い出して、トロロプの長男の職業選択の振幅に納得するかもしれない。
また、第18章によれば、次男フレデリックは早くから植民地での経歴を志して
オーストラリアに行っていたのだが、21歳の時に一時帰国してじっくり検討した結
果、1869年に再びオーストラリアに行って定住することになる。仕事は農業･牧羊
であり、文学とは縁がないのだが、第19章によれば、1871年にトロロプが息子の
様子を見るために、妻とともにオーストラリアを訪問し、1年半ほど滞在する。勤
勉なトロロプが長期の海外滞在で何もしないわけがない。出かける前に、オースト
ラリアの植民地に関する本を1冊出版する契約を結び、さらには、ロンドンの日刊
紙に記事を連載する契約も結んでいる。
トロロプの私的な生活で、息子たちの将来の決定と同様に大きな出来事は、転
居であったようだ。第19章によれば、オーストラリア旅行で長期間留守になること
だけでなく、そもそも、郵政省を退職し、郵便検査官として地方を巡回する仕事
から離れたこともあって、地方に住居を構えている必然性がなくなったらしい。そ
の結果、長年住み慣れたHertfbrdshireのWalthamHouseを手離し、オーストラリア
から帰国後の1873年に、ロンドンのMontaguSquareに家を持ったことが第20章の
冒頭に記されている。この転居に伴う蔵書の移動と整理の大変さに特に言及して
いるところが、いかにも本好きなトロロプらしくておもしろい。
この時期のトロロプの私生活に関する記述から、後で触れる作品執筆や出版社
との交渉など狭い意味での作家の仕事を除いた時に際立つ話題として、息子のそ
－98－
れぞれの職業選択と、トロロプの転居を取り上げたが、考えてみれば、これらのエ
ピソードも広い意味での｢文学｣に結びついているように思われる。第一に、長男
は試行錯誤の後で文筆業に入った。次に、兄とは対照的にオーストラリアでの農
業･牧羊業一筋の次男をめく､るエピソードは、この次男を訪問したついでにトロロ
プが4"8"""αα〃此wZeα""(1873)という旅行記を執筆することにつながる。そし
て最後に、地方からロンドンへの引越しに関わる大きな話題は蔵書の移動と整理
であった。すなわち、この3つの出来事は、ゆるやかな形で、書物、すなわち文学
に結び付けられているのではないだろうか。
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さて、第18章から第20章におけるトロロプの純粋に作家としての仕事の記述を
見てみよう。この1869年から1876年までの8年間のトロロプの著作は16点ほどあっ
て、相変わらずの多作ぶりであるが、その中でも『自伝』の最後の3章で言及され
ていて、現在でも評価が高いのは、TｿieWc"qfB"肋α"@pro"(1870)、剛eE"smce
Djα〃o"ぬ(1873)、Z7ieMI)'恥〃veⅣひw(1875)、Zｿieル伽eMi"航"(1876)の4作で
あろう。これら4作品に関する作者トロロプの言及は、自作の解説でありつつ、若
い作家志望者に向けてのアドバイスにもなっていると思われる。
第18章では、肋e隙carQfB"""iα碗pro"をめく、って2つの事が述べられている。ま
ず第一に、雑誌連載の締め切りよりもかなり前に原稿を全て書き上げて出版社に
渡したこと、第二に、この小説のテーマの一つについての自己解説である。締め
切りに決して遅れてはいけない、「時間の前髪をつかむ｣(taketimebythefbreloclO
(326-7)ことの大切さを若い作家にアドバイスしているのだが、その悪い例として挙
げられているのが、他でもないフランスの大作家ヴィクトル･ユゴー(VictorHugo,
1802-85)である。肋e脇cαγqfB"""，α"qpro"掲載予定の雑誌にユゴーの作品の翻
訳が先に載るはずであったが、ユゴーの原稿の遅れによってトロロプの連載開始
と重なるのを避けるために出版社はユゴーの作品を優先し、その結果、時間を厳
守したトロロプの方が迷惑を被ったとのことである(327-8)。このエピソードでトロ
ロプが示しているのは、インスピレーションに頼るあまりに締め切りに遅れること
がよくないのと同時に、芸術家を気取り、一般の労働者に対する｢知的優越性」
(intellectualsuperiority)を鼻にかけて仕事の遅れを正当化する態度のいやらしさに
他ならない(326-9)。
次に、剛e腕car"B""ﾙα"zpro"のテーマに関する作者自身の解説だが、ト
－99－
ロロプは、この小説の単行本出版に際して付けた自らの序文(PrefacOを『自伝』
の本文の中に大幅に引用する形でそれを行っている。例えば次のような文であ
る。"IhaveintroducedinZWeJ'ic"QfB"肋α'"pro"thecharacterofagirlwhomIwill
ca11,-fbrwantofatruerwordthatshallnotinitstruthbeoffensive,-acastaway"''
(330)もちろん、自分の文章を引用することに何の問題もないが、あえて、『自伝』
に再掲したのは、この序文が、あるいはこの作品が、本来の単行本の形ではあま
り読まれていないというトロロプの危倶の表われのように思われる。
上記の引用からもわかるように、剛e脚c"Q/B""〃α"@p""の狙いの一つは、い
わゆる「転落の女｣(fallenwoman)の更生に対する周囲の人々 の冷たい態度を批判
することであった。同じ罪でも男性より女性に対して厳しく、一度転落した女性が
悔い改めてもなかなか元のように受け入れようとしない社会の現状に、読者の関
心を向けるのがトロロプの意図であったこともわかる。しかし、自らの｢序文｣の引
用に続けてトロロプが書いている自作の分析にはなるほどと肯ける部分と、それだ
けだろうかという思いに誘われる部分が共存するように思われ、著者の自作解説
の明察と盲点の一例として興味深い。
トロロプは、転落した若い女CarryBrattleの恋人を登場させなかった(GGIhavenot
imroducedherloveronthescene.…"332)と言っている。彼女の更生に注意を向ける
ための意図的な操作と思われる。もっとも、『自伝』を離れて小説それ自体を読め
ばわかることだが、CarryBrattleを誘惑した恋人が全く登場しないわけではない。
しかし、LawrenceAcornという名前すらも記憶に残らないほど存在感の希薄な人
物であり、焦点はCarryBrattleに当てられている。これはトロロプの狙い通りの効
果であったようだ。
その一方で、トロロプが『自伝』で言っていることが実際の作品と微妙にずれて
いると思われるのは次の引用の後半部分である。
Sheisimroducedasapoorabasedcreature,whoalreadyknowshowfalsewereher
dreams,withverylittleoftheMagdalenabomher一一becausethoughtheremaybe
Magdalenstheyarenotoftenfbund--butwithanintensehorrorofthesufferingsof
herposition.Suchbeinghercondition,willtheywhonaturallyareherfifiendsprotect
her？Thevicarwhohastakenherbythehandendeavourstoexcitethemtocharity;but
fatherjandbrother,andsisterarealikehard-hearted.Ithadbeenmypurposeatfirst
thatthehandofeveryBrattleshouldbeagainsther;butmyownheartwastoosoftto
enablemetomakethemothercruel-ortheunmarriedsisterwhohadbeentheearly
companionofthefbrlornone.(332-3)
-100-
この引用で見る限り、転落したが悔い改めたCarryBrattleに手を差し伸べるの
は、教区牧師は別として、身内のBrattle一族では母親Mrs.Brattleと未婚で家に
いるFannyBrattleだけであるかのような印象を残すのではないだろうか。実は
CarryBrattleの兄弟の一人で自身も素行に問題があるSamBrattleはCarryBrattleに
同情的であることを付け加えておくべきであろう。それ以上に、トロロプが言及し
ていない重要なことは、転落した娘Carryに対して当初の冷酷な態度から最後には
静かな許しへと、苦悩しながら変化していく父親で水車屋(粉屋)のJacobBrattle
の存在である。JacobBrattleの性格は見事な造型だと思われるので、『自伝』
の本文で彼の名前に言及がないのが不思議なくらいである。もっとも、トロロプ
は、G&AsregardsalltheBrattles,thestoryis,Ithink,welltold.Thecharactersaretrue,
andthescenesatthemillareinkeepingwithmmannature."(333)と一括りに述べてい
て、その中にJacobBrattleもSamBrattleも含まれるとも言える。
TWeJ'ic"Qf助肋α'"p”"という作品に言及する際にトロロプが名前を挙げるべ
きであったと思われるもう一人の登場人物は、タイトルになっている教区牧師の
FrankFenwickであり、彼の魅力的な性格と行動に言及がないのも不思議である。
考えて見れば、この作品は複数のプロットが教区牧師を中心にして絡み合う小説
であるのに、作者トロロプは、単行本の｢序文｣でその一側面だけを取り上砿そ
の上、『自伝』の本文の中にその｢序文」を引用したためにその部分だけが強調さ
れているとすれば、別eJ'rc"qfB"肋α"qpro"の小説としての多様なおもしろさが伝
わらないのではないかと思われる。
しかし、トロロプによる自作解説がmisleadingになるのはむしろ例外的で、第
19章で示される剛eE"s"ceDm腕o"ぬ(1873)や、第20章の剛eMMy恥〃veⅣりw
(1875)と剛e片加eMi"加e7(1876)についての自作解説にはさすがに肯ける部分が
多い。別eE"s"ceDiα"’o"ぬの狡滑な美女Ii"zieEustaceがサッカレーの肋"j〃
肋か(1847-8)のBeckySharpに似ているとトロロプが自ら指摘するのは興味深いし、
彼が同時代作家の中ではサッカレーを最も尊敬していたこととも関係があるだろ
う。また、剛eMM)'腱〃veⅣりwでは、不正直な手段で社会的に上昇していく投機
家AugustusMelmotteの性格と、他方、政治小説シリーズ6作品の最後から2つ目の
泓e片加eMi"な〃では｢完全な紳士｣(perfectgentleman)であることが政治家として
の強みにも弱みにもなっているOmnium公爵PlantagenetPalliserの性格にトロロプ
が特に言及しているのは、十分に肯けるものである。
さて、『自伝』第20章の後半の本文の中に一枚の表が組み込まれている。第一
作刎eMzcder"2o"qfBα〃cﾉom"(1847)から始めて、トロロプの生前に日の目を見
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た40冊余りの著作の一つ一つに、それで獲得した金額が添えられた一覧表である
(363-4)。芸術作品をそれが売買された金額とともに提示するのは、絵画の場合は
ともかく、文学作品では珍しいことであろう。しかし、考えてみれば、ベストセラー
となってどれだけの部数を売り上げたかという評価の仕方と、それで作者が獲得
した金額を示す方法と、要するにどちらも「数字｣であることに変わりはないとも言
える。トロロプが『自伝』を書く大きな目標の一つは、文学を志す後輩たちへのア
ドバイスであったが、作家としての｢生活」を成り立たせるためには、インスピレー
ションを待つ怠惰な生き方ではなく、靴屋が靴を作るように、勤勉と忍耐が必要
だと言う事実を痛烈に同視化｣(visualization)するために、あの一覧表があったの
ではないかと考える。もちろん、このような金銭的結果をもたらすには、机に向か
ってペンを取り、一定時間に一定の語数を書くという、これも｢可視化｣できる身
体的作業があったわけだが(272)、その背景には、いつも作中人物たちとともに生
きていなければならないという、「可視化｣できない精神的作業が前提されていた
はずである(233)。
4
『自伝』の最終章（第20章）の最後の段落は次の一文のみである。G6NowI
stretchoutmyhand,andfiPomthefilrthershorelbidadieutoallwhohavecaredtoread
anyamongthemanywordsthatlhavewritten."(367)『自伝』の原稿はおおむね1875
年から1876年までに書かれ、出版はトロロプの死の翌年の1833年であった(Xxii)。
したがって、この引用の「向こう岸｣他efilrthershorOからの｢読者への挨拶｣は、
実際に読者に届く7年前に書かれていたことになる。1875年と言えばトロロプは60
歳だから、そろそろ人生の終わりを意識したのかもしれない。第20章で、転居した
ロンドンの家について、“…eadyinl8731tookahouseinMontaguSquare-inwhich
Ihopetoliveandhopetodie."(353)と言っているのも、死に対する意識の反映であろ
うが、実は、第19章でも死は意識されていたのである。オーストラリアへの旅につ
いて述べている箇所で、たとえメルボルン行きの船が沈んでも、自分の死後に出
版される作品が何冊か書き上げてあったと言い、一般に、一人の作家の「死後出
版の本｣(posthumousbookS)を読者は何冊まで受け入れるだろうかという問いを出
している(345-6)。ブルワー・リツトンの場合は1冊だけで、デイケンズならかなりの
冊数で毎月、毎年出ても受け入れられただろうが、自分の場合はそうではないだ
ろうと述べている。ここで、死との関連でデイケンズが登場するところが興味深い。
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トロロプの実際の｢死後出版の本｣は、剛eLα"〃eag"e"(1883)や4"O"M""3
Love(1884)や4〃4”o"OgmPﾉりﾉ(1883)などであった。前2者は別として、『自伝』は
最初から死後出版を意図していたのであり、その間の事情は長男ヘンリーの序
文に記されているが伽ii)、そもそも、60歳くらいで｢死後出版｣用の『自伝』を書
き、自己の業績を一通り「可視化」した上で、その後も5～6年にわたって創作を
続けたトロロプの晩年の意味を考えてみると、それは例えばデイケンズの晩年とは
かなり違うように思われる。デイケンズは、周知のように、剛eM'"e"qfEdw腕
DJ"ooa連載中の1870年6月8日に発作を起こし、翌日に死去した(Slater613)。トロロ
プは1882年11月3日に発作を起こし、剛eLα"‘"eag"e恋は未完のままで、12月6日に
死去した(Hall,乃o"Qpe514-5)｡58歳で亡くなったデイケンズは、いわゆる自伝は書
かなかったのに対して、トロロプは60歳を過ぎた頃に自伝を書き上吠さらに数年
間、創作を続ける時間があった。おそらく、トロロプは3歳年長のデイケンズ(1812‐
1870)の人生の終わり方を意識していたのではないかと思われる。
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